












結論 

1.世界各国における先天性甲状腺形成障害の発生率を調査した結果,ところによって季節

変動が認められた。ただし,気候とは無関係であり,それ以外の何らかの環境要因が関与し

ているものと思われる。今回の調査は,予備的であり,さらに精査すれば貴重な情報が得ら

れるものと思われる。 

2.抗T4-IgGをクロマトフォーカシング分画した結果,原抗血清よりも2～3倍親和定数の高

いクロノタイプ抗体が得られた。このうち適当な抗体を用いることにより,RIA,EIA,FIA に

おいて原抗血清を用いた場合よりも高感度のアッセイ系を組立てることが出来た。 


